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実習期間：２０１３年５月１７日～６月１６日（４週間）
実習先：Wake Forest University 附属 Brenner Children’s Hospital
１．はじめに
今回、海外で実習する機会に恵まれました。この報告書によって、少しでも様子をお伝えできたらと思い
ます。
２．海外実習を希望した理由
帰国子女でもなく英語が苦手な私にとっては、海外実習は憧れで手の届かない存在でした。しかし英語が
苦手だからこそ、自分の英語がどのくらい足りないのか、海外に行ったら何ができるのかを体感するのに
は、学生の今がいい機会だと思いました。医師になる前に早く世界を見てみたかったので、百聞は一見に如
かずと思い、今回海外での実習を希望しました。
３．実習までの準備
芳村先生にご相談したところ、今回の実習先である Brenner
Children's Hospital で心臓外科医として働いている日本人の先生（大瀧
先生）を紹介して頂きました。大瀧先生に実習の受け入れをお願いした
ところ、快く引き受けていただきました。部長の Ross Ungerleider 先
生の許可も得て、実習できることが決まりました。何科の実習をしたい
かという希望は聞いていただきましたが、私の語学力に不安があるとい
うことで、実習する科はコーディネーターとなってくださった大瀧先生
のいる小児心臓外科になりました。実習できることが決まったのが２月
末でしたので、英語は十分に準備できませんでした。
４．滞在先について
Wake Forest University はアメリカのノースカロライナ州のウィンストンセーラムという小さな町にあ
ります。病院の周りにはあまり店がなく、車が無いと不便なところです。滞在先としては、病院に併設して
いる留学生のためのシェアハウスがあがりました。Wake Forest University は、以前は東海大学、今はコ
スタリカの大学の医学部と留学プログラムを結んでおり、そういった学生や研究留学生が生活するための施
設です。すでに予約でいっぱいでしたが、偶然キャンセルがでたので使うことができました。シェアハウス
から病院の立体駐車場まで１０メートルくらいでしたので、傘も要りませんでした。私の滞在中は最大５人で
住んでいました。イラン人、チリ人、コスタリカ大学の学生とシェアしました。病院の周りの治安はよくな
いようで、夜は出歩きませんでした。
５．実習について
Wake Forest University の学生は私の実習期間中には回ってきませんでした。基本的に大瀧先生にくっ
ついて実習していました。毎朝７時半から小児集中治療室（PICU）、小児病棟の担当患者の回診をして、申
し送りや指示出し、処置をしていました。施設によっても差があるようですが、PICU 管理は麻酔科の医師
が交替で行っていました。また、PICU には学生が実習しており、小児科医と麻酔科医のチームが毎朝行わ
れている PICU 回診では、学生も毎朝担当症例の経過や方針についてベッドサイドでプレゼンしていまし
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た。私は聞いているのに精いっぱいでしたが、やってみたかったら参
加していいよと言っていただきました。手術日が火、水、木曜日で、
金曜日は朝７時から小児循環器チームカンファレンスがありました。
小児循環器チームは小児科医、放射線科医と PICU の看護師、小児科
の Nurse Practitioner（*）で構成されています。以下に簡単に実習の
予定を記載しました。
※レクチャー…大瀧先生による日本語でのレクチャー。心臓の生理、アメリカの医療について。空き時間
にも症例についての説明は適宜していただきました。
※エコー…放射線科医の先生について読影を見学・実習。エコーの読み方を教えていただきました。
※clinic…毎回違う小児科医の先生について外来診察を見学・実習。小児科ローテーション中の学生がい
ました。学生が初診を取った後、先生が診察します。その都度所見と見解について学生がプレゼンし、
説明がありました。学生の実習内容が日本よりも実践的でした。また、外来は１時間に３件くらいまで
しか予約を取らないので、患者さんが待合室で長時間待っているような光景はありませんでした。
※カテ…カテーテル治療の見学。３週目の木曜日のみ、カテーテルが鼠径部から抜けなくなったため、緊
急小手術となりました。
※学会…シカゴで ASAIO という人工臓器についての学会がありました。
※ope…手術室ではほぼ全ての症例で手洗いさせてもらいました。
最初は言われたことしかしてはいけない、と思って手術に臨みま
したが、言われなくても自分でピックアップ持ったりして考えて
行動するようにと言われて戸惑いを感じました。最終的には、何
回も縫う機会をいただきましたし、心臓も触らせてもらえたの
で、手術に参加できて非常に面白かったです。アメリカで実習し
なくても学べる内容かもしれませんが、手術中にいろいろ経験さ
せていただいたことで、外科医への興味が高まりました。また、
手術中の雰囲気は和やかで楽しく実習できました。
※…アメリカには、医師以外にも高度の技術を持ち、独立して患者を診ることのできる医療職がありま
す。医師のもとで仕事をしていますが、薬を出したり、診察したりできるので、日本での医師の仕事の
多くは彼らがこなしています。他にも呼吸管理専門の人など分業化されており、さらに医療スタッフの
人数が圧倒的に多いように感じました。人件費をまかなうために医療費が増大してしまいますし、日本
では難しいかもしれませんが、こうしたシステムのおかげで医療スタッフはオフがしっかりとれる環境
にあり、女性にも働きやすい体制が整っていると思いました。
英語については、医学生＞病院スタッフ＞＞患者家族の順に聞きやすかったように感じました。また、マ
ンツーマンのときは私に合わせて話してくれるので先生の話が理解できますが、カンファレンスや術前の患
者への説明など、自分に話しかけられていない流暢な英語は最後までついていけませんでした。また、日本
でカタカナで使っている医療単語の発音が違うので、英語で覚えなくてもわかると思っていた単語が伝わら
ず、聞きとれず厳しかったです。モルヒネはマフィンに聴こえましたし、マルファン症候群は知らないと
いって説明してもらって初めてマルファン症候群のことを言っているのかとわかり、恥ずかしい思いをしま
した。文化の違いとしては、アメリカ人はとにかく話しかけてきて驚きました。先生の処置や患者さんへの
説明の場についていっているだけの時でも、患者さんや看護師さん、医師、学生が話しかけてくれました。
月 火 水 木 金
１週目 レクチャー ope ope ope レクチャー
２週目 祝日 ope ope ope エコー
３週目 clinic clinic＆カテ カテ clinic＆カテ→ope clinic
４週目 clinic＆エコー ope 学会 学会 学会
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私は邪魔しないように黙っているつもりでも、いつもあなたは静かだと患者さんからよく言われましたし、
患者さんも病気と特に関係のないことをよく話しかけてきました。また、エレベーターでも乗り合わせた人
と会話するのが当たり前でした。最初は、英語がよくわからないこともあって、用もなく週末の話を振られ
てもテンポのいい返事が返せないのが、辛かったし、話しかけないでほしいと思ったこともありました（苦
笑）。
６．感想
４週間の滞在はあっという間でした。実際、最初の１週間は時
差ボケに悩まされていたので、実習は４週であってももう１週間
長く滞在して生活に慣れてから実習に入ったほうがいいように思
いました。コスタリカの学生の生活サポートはアメリカ人学生が
しているので、現地の学生と一緒に遊びに行く機会もありまし
た。しかし、実習で会う学生以外のアメリカ人学生と交流できる
機会は少ないです。ちょうど私の滞在時期は学期の切り替わり
だったため、前半で行っていたらもう少し多かったと思います。
現地の学生と交流するのも海外実習の醍醐味ではないでしょう
か。コスタリカの学生とは一緒にワインフェスに出かけたり、ワシントンまで週末旅行に行ったりしまし
た。けんかもしましたが、外国人を乗せて初めての左ハンドルで英語のナビに頼りながら運転することがで
きたのは、いい思い出になりました。実習生活全てで、私がもう少し英語が得意だったらもっとチャンスは
多かったと思います。英語が出来ないことで悔しい思いもしたの
で、もっと英語を勉強していつかリベンジできたらと思っていま
す。こうしないといけないといったルールはほとんどなく、自分
で希望したら受け入れてもらえる感じで、温かい環境でした。差
別の多い地域だと伺っていましたが、私個人で実感したことはあ
りませんでした。本当に毎日充実し、貴重な経験をすることがで
きました。富山大学、Wake Forest University とたくさんの方々
に支えられてこうした機会を得られたことに大変感謝していま
す。ありがとうございました。
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